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４
月
の
こ
よ
み

入
社
祭

　

�

１
日　

午
前
10
時

　
　

祭
典
終
了
後
、
教
会
長
連
絡
会

よ
ふ
き
会
例
会

２
日　

午
前
10
時

女
子
青
年
例
会

10
日　

午
前
９
時
50
分

月
次
祭　

13
日　

午
前
10
時

青
年
会
例
会

　
　
　
　

13
日　

午
前
10
時

布
教
実
修
所14

日　

午
前
10
時

む
つ
み
会
例
会

16
日　

午
前
10
時

こ
ど
も
食
堂
Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｕ

17
日　

午
後
５
時

教
祖
誕
生
祭

　

18
日　

午
前
10
時

天
理
教
婦
人
会
第
103
回
総
会

　

19
日　

午
前
10
時
30
分

ほ
ん
あ
い
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

19
日　

午
後
４
時
30
分

こ
は
る
会
例
会

24
日　

午
前
10
時

本
部
月
次
祭26

日　

午
前
９
時

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

29
日　
　
　
　
　

　

３
月
26
日
、
安
藤
吉
人
氏
は
本
部
教

祖
殿
に
て
理
の
お
許
し
を
頂
き
、
本
愛

大
教
会
の
六
代
会
長
に
就
任
し
た
。
こ

れ
に
先
立
つ
13
日
に
は
、
五
代
会
長
夫

妻
へ
の
「
感
謝
の
集
い
」
が
月
次
祭
祭

典
直
後
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
開
催
さ
れ
、

教
会
長
・
よ
う
ぼ
く
信
者
を
代
表
し
て

板
山
公
司
理
事
が
夫
妻
へ
の
御
礼
の
言

葉
を
述
べ
た
。

　

大
教
会
長
と
し
て
最
後
の
月

次
祭
祭
典
と
な
っ
た
こ
の
日
、

安
藤
正
治
五
代
会
長
は
、
祭
文

の
中
で
「
こ
れ
ま
で
五
代
会
長

と
し
て
お
許
し
を
頂
き
、
28
年

１
カ
月
、
夫
婦
共
々
健
や
か
に

お
連
れ
通
り
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
恩
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
は
前
会
長
と
し
て
、
ま
た
前

夫
人
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に

部
内
の
丹
精
に
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
奏
上
。
奉
告
祭
に
向
け
て
、

日
々
頂
戴
す
る
ご
恩
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
奮
励
努
力
す
る
旨

を
言
上
し
た
。

祭
典
後
に
サ
プ
ラ
イ
ズ

　

祭
典
終
了
直
後
に
は
、
五
代

会
長
夫
妻
へ
の
感
謝
の
集
い
が

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
開
催
さ
れ
た
。

六
代
会
長
就
任
奉
告
祭

６
月
20
日
執
行
　

　
　
　
　
　

活
動
目
標

　

喜
び
の
旬

　
　

お
た
す
け
の
日
々

　
　
　

楽
し
み
の
道

前会長夫妻に感謝の花束
月次祭祭典後に感謝の集い

　

冒
頭
、
教
会
長
・
よ
う
ぼ
く

信
者
を
代
表
し
て
、
板
山
理
事

が
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

そ
の
中
で
、
大
教
会
長
と
し

て
こ
れ
ま
で
お
ぢ
ば
の
御
用
は

も
と
よ
り
、
特
に
若
者
の
丹
精

に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ

「
大
教
会
長
様
の
姿
は
私
ど
も

の
誇
り
で
あ
り
、
多
く
の
若
者

が
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
大
教
会

は
大
変
賑
や
か
に
な
っ
た
」
と

述
べ
た
。

　

ま
た
、
五
代
会
長
夫
人
に
対

し
て
は
「
常
に
私
ど
も
に
優
し

く
接
し
て
い
た
だ
き
、
理
の
親

子
と
い
う
形
で
も
っ
て
一
人
ひ

と
り
と
の
絆
を
お
育
て
い
た
だ

い
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

そ
の
上
で
「
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
ぬ
親
心
を
お
掛
け
い
た
だ

き
、
お
連
れ
通
り
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
」
と
述
べ
、
御
礼
の
言

葉
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

こ
の
後
、
五
代
会
長
夫
妻
の

28
年
間
の
歩
み
を
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
振
り
返
っ
た
ほ
か
、

子
供
・
孫
一
同
か
ら
花
束
が
贈

呈
さ
れ
た
。

大教会長として 28 年間お導きいただいた感謝の思い

を込め、本愛につながる一同から花束が贈呈された
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グ
ラ
フ
「
感
謝
の
集
い
」

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
開
か
れ
た

感
謝
の
集
い
に
は
、
夫
妻
の

三
男
・
前
川
治
輝
氏
も
こ
の

日
の
た
め
に
駆
け
付
け
た
。

　

教
会
長
任
命
講
習
の
た
め

こ
の
場
に
同
席
で
き
な
か
っ

た
吉
人
六
代
会
長
も
動
画
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

挨
拶
し
た
五
代
会
長
は

「
28
年
間
、
私
よ
り
も
む
し

ろ
妻
の
ほ
う
が
丹
精
に
動
い

て
く
れ
た
。
子
育
て
も
含
め

て
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
夫
人
の
内
助
に
感
謝

を
述
べ
た
。

第
51
回
少
年
会
総
会

少
年
会
本
愛
団

　

本
愛
団
の
第
51
回
総
会
は
３

月
21
日
、
大
教
会
神
殿
で
開
催

さ
れ
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、今
年
は「
成

人
門
出
式
」
に
限
っ
て
開
か
れ

た
。

　

11
時
、
昨
年
式
典
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
２
人
を
含
む
、
門

出
者
20
人
が
入
場
。
少
年
会
長

様
か
ら
の
ご
告
辞
（
代
読
）
を

賜
っ
た
後
、
育
成
会
長
か
ら
一

人
ず
つ
修
了
証
書
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
た
。

　

育
成
会
長
と
し
て
最
後
の
総

　

３
月
28
日
の
「
道
の
学
生
オ

ン
ラ
イ
ン
の
集
い
」
に
先
立
っ

て
、
２
月
１
日
か
ら
３
月
25
日

の
期
間
が
「
道
の
学
生
お
ぢ
ば

が
え
り
推
進
期
間
」
と
定
め
ら

れ
、
本
愛
学
生
会
で
も
３
月
20

日
に
お
ぢ
ば
が
え
り
を
行
っ

た
。
当
日
は
学
生
13
人
を
含
む

19
人
が
参
加
し
た
。

　

３
月
14
日
、
立
教
183
年
度
本

愛
布
教
実
修
所
の
修
了
式
が
行

わ
れ
た
。

　

１
年
間
の
布
教
活
動
を
労

い
、
修
了
者
一
人
ひ
と
り
に
修

了
証
が
贈
ら
れ
た
。

立
教
183
年
度
修
了
者

　

（
令
和
３
年
３
月
14
日
付
）

直　

轄　
　
　
　

栗
原　

幸
子

本　

德�

相
原　

由
実

本　

穂�

桑
子
久
美
子

本　

定�

山
本　

和
恵

本　

耕 

（
本
豊
田
）

 

加
藤　

礼
子

　

〃　

 

（　

〃　

）

 

椙
山　

亜
夫

　

〃　

 

（　

〃　

）

 

椙
山
と
き
子

　

〃　

 

（
本
耕
山
）

 

河
野
ま
ゆ
み

　

〃　

 

（　

〃　

）

 

高
木
は
つ
子

　

〃　

 

（
本
耕
水
）

 

花
井
冨
久
代

本
道
橋　
　
　
　

松
下
す
み
江

本
正
道　
　
　
　

出
口　

葉
月

本
孝
道　
　
　
　

坂
田　

正
子

本
修
徳　
　
　
　

吉
田　

広
子

本
海
部�

安
井　

理
恵

　

〃　

 

（
本
海
門
）

 

水
谷
八
千
代

　

〃　

 

（  

〃  

） 

杉
山
久
美
子

　

〃　

 

（　

〃　

）

 

高
橋　

純
子

　

〃　

 

（
本
南
陽
）

 

加
藤　

徹
雄

　

〃　

 

（　

〃　

）

 

加
藤
み
ね
子

本
喜
愛�

松
浦
よ
し
江

　

〃�

武
田　

當
子

本
昭
和　
　
　
　

中
島　

美
枝

本
滋
賀　
　
　
　

細
川
や
よ
い

本
愛
中　
　
　
　

大
橋　

和
代

　

〃　
　
　
　
　

二
井　

友
希

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
26
名

 

布
教
実
修
所
で
修
了
式

会
と
な
っ
た
安
藤
正
治
五
代
会

長
に
は
門
出
者
の
代
表
二
人
か

ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
係
員
や

本
愛
団
の
委
員
も
含
め
全
員
で

記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

ご家族から花束が贈呈

された（写真右）。五代

会長の言葉に対し、夫

人は「大教会長様、こ

れまで本当にありがと

うございました」と応

えた（同左）。

代表して御礼の言葉を述べた板山理事

28 年間お導き頂いたお礼を込め、安藤正
治育成会長夫妻には花束が贈呈された

学
生
会

お
ぢ
ば
が
え
り
を
実
施
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「
陽
気
ぐ
ら
し
と

は
何
か
」
と
問
わ

れ
た
時
、
あ
る
先

人
は
、「
相
反
す
る

も
の
が
た
す
け
あ

う
こ
と
」
と
答
え

た
そ
う
で
す
。
こ

れ
は
短
く
て
も
実

に
的
を
射
た
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
世
の
中
に

は
親
神
様
の
働
き

二
つ
が
一
つ
に
融
合
す
る
心
が

身
上
事
情
の
治
ま
り
に
繋
が
る

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

と
同
じ
で
、
私
た
ち
の
日
常
に

は
「
惜
し
い
」
や
「
欲
し
い
」

な
ど
心
の
ほ
こ
り
が
充
満
し
て

お
り
、
そ
れ
を
払
わ
ず
に
い
る

と
大
き
な
身
上
を
い
た
だ
く
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
親
神
様

は
小
さ
な
事
情
を
通
し
て
心
の

ほ
こ
り
を
払
う
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
人
間
関
係
の
事
情
に

際
し
て
は
、「
相
手
が
ま
ち
が
っ

て
い
る
」「
相
手
が
悪
い
」
と
い

う
心
を
使
わ
ず
謙
虚
に
反
省
し
、

自
分
が
ど
う
変
わ
れ
ば
よ
い
か

だ
け
を
考
え
て
通
る
努
力
が
肝

要
で
、
こ
れ
が
本
当
に
た
す
か

る
道
で
あ
る
こ
と
を
教
祖
は
お

教
え
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

な
に
ゝ
て
も
や
ま
い
い
た
み

　

ハ
さ
ら
に
な
し　

神
の
せ
き

　

こ
み
て
び
き
な
る
そ
や　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

（
二
―
７
）

　

す
べ
て
の
事
情
は
陽
気
ぐ
ら

し
へ
導
い
て
く
だ
さ
る
「
手
引

き
」
と
悟
っ
て
、
ほ
こ
り
を
払

う
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

【第76回】【第76回】 言わん言えんの理を探る

教理随想
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
「
二
つ
一
つ
が
天
の

理
」
と
い
う
大
原
則
の
中
に
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
二
つ
が
一
つ
に
融
合
す
る

世
界
に
こ
そ
先
が
拓
け
て
い
く

可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
分
か

っ
て
く
れ
ば
生
き
方
が
変
わ
る
。

こ
れ
が
陽
気
ぐ
ら
し
の
生
き
方

で
あ
り
、
日
々
の
歩
み
方
で
あ

り
ま
す
。

　

世
の
多
く
の
人
の
考
え
方
は
、

い
わ
ば
「
二
つ
二
つ
」の
世
界
で

す
。
私
は
私
、
貴
方
は
貴
方
と

割
り
切
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と

す
る
。
個
人
を
尊
重
す
る
と
い

う
の
か
、
合
理
的
と
い
う
の
か
、

ど
こ
か
冷
た
さ
を
感
じ
る
世
界

で
す
。
夫
婦
で
も
夫
は
夫
、
妻

は
妻
で
、
お
互
い
に
育
っ
て
き

た
環
境
や
人
生
観
が
違
う
の
だ

か
ら
無
理
し
て
合
わ
せ
る
こ
と

も
な
い
。
ま
た
親
は
親
、
子
供

は
子
供
と
考
え
る
か
ら
、
育
て

て
も
ら
っ
た
恩
な
ど
忘
れ
、
年

老
い
た
親
を
粗
末
に
す
る
。
そ

ん
な
家
庭
や
夫
婦
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す

　

そ
れ
に
対
し
て
お
道
の
考
え

方
は
、「
二
つ
一
つ
」
の
世
界
で

す
。
貴
方
と
私
は
二
つ
で
一
つ

で
す
。
誰
で
も
そ
う
で
す
が
、自

分
一
人
で
生
き
ら
れ
る
人
は
い

ま
せ
ん
。
人
は
必
ず
た
す
け
あ

っ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。
夫

と
妻
も
「
二
つ
一
つ
」、今
日
と

明
日
も「
二
つ
一
つ
」。
す
な
わ

ち
今
日
の
生
き
方
が
明
日
を
決

め
、
明
日
へ
の
希
望
が
今
日
の

生
き
方
を
決
め
る
の
で
す
。

　

人
間
の
体
は
親
神
様
の
「
十

全
の
守
護
」
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
体
の
機
能
も

温
み
と
水
気
、
骨
と
皮
膚
な
ど
、

す
べ
て「
二
つ
一
つ
」の
働
き
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

体
に
不
調
が
現
れ
る
の
は
、
ど

こ
か
が
「
二
つ
一
つ
」
に
な
り

切
れ
て
い
な
い
姿
で
あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
人

間
は
、「
二
つ
一
つ
が
天
の
理
」

と
い
う
教
え
に
沿
っ
て
心
と
体

を
使
い
、
二
つ
一
つ
の
た
す
け

あ
い
の
精
神
で
人
間
関
係
を
築

い
て
い
け
ば
健
康
で
幸
せ
な
人

生
が
送
れ
る
の
で
す
が
、
現
実

に
は
病
気
や
様
々
な
事
情
で
苦

し
む
人
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

 

■
自
分
が
ど
う
変
わ
る
か

　

近
年
特
に
多
い
の
が
人
間
関

係
の
も
つ
れ
で
、
家
庭
の
中
な

ら
夫
と
妻
、
親
と
子
、
嫁
と
姑

が
う
ま
く
い
か
な
い
。
会
社
勤

め
な
ら
上
司
と
部
下
、
仲
間
同

士
が
こ
じ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
皆
、

二
つ
が
一
つ
に
な
ら
な
い
悩
み

で
あ
り
苦
労
で
あ
り
ま
す
。

　

で
は
な
ぜ
二
つ
が
一
つ
に
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
自
分
の
心
に
「
ほ
こ
り
」
が

こ
び
り
つ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ほ
こ
り
は
目
に
見
え
な
い
ほ

ど
小
さ
な
も
の
で
す
が
、
見
え

な
い
か
ら
無
い
、
と
い
う
の
は

ま
ち
が
い
で
す
。
朝
、
目
が
覚

め
て
カ
ー
テ
ン
を
引
き
、
窓
を

開
け
る
と
太
陽
の
光
が
射
し
込

ん
で
き
ま
す
。
そ
の
時
、
無
数

の
ほ
こ
り
が
部
屋
中
に
舞
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
よ
く
こ

ん
な
場
所
で
寝
て
い
た
な
あ
と
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２月

26日　本部月次祭

28 日　常任役員会議◇役員会議

３月

１日　入社祭

　祭　主・大教会長　扈者・桑子　保、山神茂彦

　指図方・板山公司　賛者・伊藤寿輝、山本治行

　　　春季霊祭

　祭　主・大教会長　扈者・安藤正二郎、大倉八郎

　指図方・板山公司　賛者・津田豊郎、野田正樹

２日　よふき会例会

７日　女子青年例会

12 日　常任役員会議

13 日　月次祭

　祭　主・大教会長　扈者・松原友治、杉村善男

大 教 会 日 誌 令和３年２月 25 日～令和３年３月 24 日

　指図方・板山公司　賛者・長尾　誠、坂倉敏男

　◇祭典講話―石川文彦

　◇大教会長挨拶

　◇感謝の集い

　　 　青年会例会　　　

14 日　布教実修所

　　　　おつとめ、修了式、布教実動、教理講座、

　　　　振り返り、よろづよ八首

15 日　ほんあいＯＫＥＩＫＯ

16 日　むつみ会例会

17 日　こども食堂ＭＯＧＵ （参加者 55 名）

20 日　婦人会例会

　　　 道の学生おぢばがえり

21 日　少年会本愛団第 51 回総会

24 日　こはる会例会

加
藤
和
子
氏
（
大
教
会
婦
人
・

本
髙
見
分
教
会
二
代
会
長
夫

人
）

　

３
月
８
日
に
出
直
さ
れ
た
。

享
年
94
歳
。
告
別
式
は
３
月
10

日
午
前
11
時
半
よ
り
、世
話
人
・

吉
田
克
義
役
員
を
斎
主
と
し
て

執
り
行
わ
れ
た
。

中
村
千
津
江
氏
（
本
心
部
属
・

本
誠
愛
分
教
会
三
代
会
長
）

　

２
月
13
日
に
出
直
さ
れ
た
。

享
年
87
歳
。
告
別
式
は
２
月
16

日
午
前
10
時
よ
り
、長
江
邦
彦
・

本
心
分
教
会
長
を
斎
主
と
し
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　

大
教
会
は
去
る
３
月
26
日
、

次
の
通
り
お
許
し
を
頂
い
た
。

本
愛
大
教
会

　

任
命
願

　
　

新
教
会
長
・
安
藤
吉
人

　
　

前
教
会
長
・
安
藤
正
治

　
　

奉
告
祭

　
　
　
　

令
和
３
年
６
月
20
日

お

出

直

し

お

は

こ

び

第
109
回
教
人
資
格
講
習
会

修
了
者

　

（
令
和
３
年
３
月
13
日
付
）

本
愛
勢　
　
　
　

筑
紫　

ゆ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
１
名

教

人

登

録

者

　

（
令
和
３
年
３
月
13
日
付
）

本
愛
勢　
　
　
　

筑
紫　

ゆ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
１
名

２

月

の

初

席

者

本
愛
濃

 

宮
島
ま
ど
か

本
尾
愛�

大
池　

詩
織

�

以
上
２
名

※詳細は所属教会におたずねください。

全教一斉全教一斉

ひのきしんデーひのきしんデー

４４月月2929日日 (木 )( 木 )


